
 

 

 

 

 

 

 

『「かみのせき學苑」が 2 回目の春を迎えました。』という書き出しで、今年度第 1 号のしおかぜがス

タートしたのを今でも覚えていますが、早いもので、もう一学期の終了を迎えました。始業式の挨拶で、

生徒には三つのお願いをしています。①志と誇りをもつこと、②自分と周りの人を大切にすること、③

挑戦し続ける人（チャレンジャー）になること、の3点です。皆はどれだけ実践できただろうかと思っ

ています。1 年間は思う程長くはありません。「いつかやろう」という考えでは、1 年間の終わりには

「結局、何も出来なかった」や「もう少し早くやっておけば･･･」という反省につながることが多くなっ

てしまいます。夏休みに入りますが、一学期を振りかえり、できなかった、先延ばしにしていたことを

まずやってみる、やってみたかったことに挑戦してみる「チャレンジの夏」にしてほしいと思います。 

頑張れ上中生！ 「 Ｊｕｓｔ ｄｏ ｉｔ！ ～あなたが主役～ 」の精神でいこう！！ 

ご家庭の皆様、一学期間ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

７月５日（水）から７日（金）に関西方面の修学旅行を行いました。1日目は雨

でしたが、2日目以降は天候にも恵まれ、充実した３日間を過ごすことができたよ

うです。戻ってきた３年生の顔は、疲労感の中にも充実感に満ち溢れていました。 

 

○ １日目：京都・奈良方面 

「教科書に載っている建物があり、すごかった。」「東大寺は、火事で3分の

1くらいに減ったと聞いて、昔はもっと大きかったのかと思いました。」「東大

寺の中にいた奈良の大仏様が大きすぎてすごかった。やっぱり、生で見ると違

うなと思った。」「行くとこ行くとこの道に必ず鹿がいてびっくりした。」「ガイ

ドさんの説明が面白くわかりやすかった。三月堂が半分ずつ付け足して作られ

たので、左右で違うという説明が印象に残った。」「興福寺国宝館はたくさんの

国宝が並んでいて感動しました。」「（国宝館は）撮影

禁止になっていて、超超残念でした。」 

「伏見稲荷大社では大雨で苦労したけど、きれいな千

本鳥居をくぐれたので良かった。」「鳥居の本数を数え

ようと思っていたのに忘れていた。」「外国人観光客が

多くて驚いた。コミュニケーションが取れた。」 

 

○ ２日目：京都市内1日自主研修 

「金閣寺の輝き、二条城の大きさ、清水寺からの景色など、たくさん感動す

ることができ、とても良い時間だった。」「金閣寺はとてもきれいで、足利さん

はどうして（金閣寺を）作ろうと思ったのだろうかや、なぜ金色にしたのだろうと考えた。」「金閣寺は遠く

からしか見れなかったけど、名前の通り金色で、汚れが一つもないように見え

た。」「まんべんなく金箔が貼られていてきれいだった。」「清水寺はアニメで見た

ことはあったが、本物を見るとすごかった。」「清水での着物体験では、緊張と不

安でいっぱいでした。下駄が歩きにくくて大変だった。」 

「京都タワーでは、今日行ったところが見渡せて、あんな小さい面積のところか

ら一望できることに驚いた。」 

【 番外編 】 

「都会の迫力を知った。どうしたら（上関への）地域貢献ができるかをしっかりと考えることができた。」 

「有名な歴史的建造物を観ることができていい経験になった。将来、もっと知識をつけて観に行きたい。」 

「都会の交通機関の満員を経験した。上関では味わえないことだったので、少しウキウキした。」 

「町の人全体がフレンドリーだった。二条城で知らない人に話しかけられ、スタッ

フさんかと思ったら普通の人だった。町の人全体で町や市に引き込んでいくなぁと

思った。一体感がすごいし、皆優しくて楽しかった。」「とにかく暑かった。仲間と

の絆を深められた。」 

 

○ ３日目：大阪方面（ユニバーサルスタジオジャパン） 

「USJは平日なのに意外と人がいてびっくりしました。外でショーが始まる時をねらって乗り物に乗りに

行きました。ジュラシックパークとハリーポッター、スパイダーマンに乗れまし

た。最後に呪術廻戦を観に行きました。充実した時間でした。」「フライングダイ

ナソーに乗った。USJ で一番怖いと言われている乗り物で、やっぱり超怖かっ

た。待機時間が長かったけど、一つ一つがすごく作り込まれていたし、スタッフ

もサービス精神に溢れていて尊敬するところしかない。」「順番待ちの時間に対し

てアトラクションがつまらないと思ったものがなく、本当にすごいと思った。」 

【 番外編 】 

「３日間大変だったけど、２日目の経験で少し自立できたかなと思う。」「良い

思い出ができたので、受験モードに入ろうと思う。」「私も、人に優しく声かけが

できる社交的な人になっていきたい。」 

 

３年生、お疲れ様でした。３日間の見聞をこれからの生活と夢の実現に生かしてください。ご家庭の皆様、

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

3年生の修学旅行と同期間に2年生は「ふるさとチャレンジ（職場体験学習）」を行いました。 

３日間という限られた期間での体験でしたが、皆それぞれが多くのことを学び、成長して学校へ帰っ

てきました。生徒の記録から、学びを振りかえっていきます。 

 

◇上関町役場 

「私はいつも月1回で配られる広報の作り方や、どのような取材をしているの

かが気になっていました。職場体験学習で、それがわかったので良かった。」「活動

上関町立上関中学校 

 学校だより No.４ 

令和５年７月２０日 

http://  

HPアドレス http://www.town.kaminoseki.lg.jp/kami-juniorhighschool/index.html 

〈 学校教育目標 〉 

自分とふるさとに誇りをもち、 

未来を生き抜く“かみのせきっ子”の育成 

育む教育の推進 

 

柳井市内での見送り隊 



の中のインタビューでは、人の言うことをまず、ちゃんと聞いてからそのことについて話すことが大切であ

ることが分かり、今後に生かしたい。」 

 

◇上関町立図書館 

「アットホームな雰囲気で様々なことを教わった。職場の方がよく相談している

のを見て、ホウレンソウ（報連相）が大切だと思った。本を扱うところだが、人とふ

れあうので、接客業として来た人を思って飾り付けをし、祭りなどを開いている。

幼少期に読んだたくさんの絵本を見て楽しかったので、そういう体験をいろんな人

ができたらいいと思った。」 

 

◇柳井地区広域消防組合柳井消防署南出張所 

「体力向上体操が予想以上に大変だったけど、皆さんが優しく教えてくださった

おかげで三日間やり遂げることができた。AEDの使い方も

教わったので、緊急時には進んでやりたいと思う。」「訓練中

に通報があったとき、すぐに切りかえ、出動準備をしていた

のが特に印象に残りました。私も消防士になれるようにたく

さんのことに努力できるようになりたいです。」 

 

◇道の駅 

 「お客さんにたくさん『ありがとう』と言われたことがうれしかった。」「３日間

で、レストランの仕事や、レジ打ち、品出し、魚のパック詰めや捌きなど、たくさ

んのことを経験できました。どんな作業にも、難しさや楽しさを感じることが多く

ありました。」 

 

◇相互保育園 

「お兄ちゃん先生と呼ばれることがうれしかったです。小さい子の世話をするの

は大変だったけど、自分は子どもの世話をすることが得意なことがわかった。これ

からは人からの指示をちゃんと聞き、年下の人にも優しくしていきたい。」 

 

◇踊堂保育園 

「保育園で働いてみてよかったと思いました。なぜ保育

士の方は人間関係が上手なのか疑問でしたが、今回、見た

り聞いたりして１人ひとりに向き合い、表情をよく見ると

人間関係が上手になることがわかりました。学校生活など

で生かしたいです。」「保育士さんのようにしっかりと皆を笑顔にして次も頑張

りたいです。元気な挨拶も頑張りたいです。」 

 

◇ＣＯＦFＥＥＢＯＹ 光店 

「いろんな人が幸せを感じるサポートをしたい。COFFEEBOY さんのように

コーヒーを通して感じる幸せのサポートを、誰かのために陰で支えていきたい。今

回の職場体験を通して、諦めずに前を向いて夢や希望に前進していきたいと思いま

した。」 

 

熱くチャレンジした３日間！ 多くを学び、経験し、大きく成長を見せた２年生。ご協力いただいた事業

所、対応していただいた方々、全ての関係の皆様に心から感謝いたします。本当にありがとうございました。 

 

 

 ７月１２日（水）、中ノ浦海浜公園で海岸清掃を行いました。かみのせき學苑か

らは、上関小３年生・５年生と中学校全生徒が参加しま

した。小中合同で６班に分かれ、区域を分担して海岸の

清掃に取り組みました。釣り針や漁具などのプラスチッ

クゴミ、流木がたくさん落ちており、環境保全について

も考える機会となりました。 

 地域の方々や中国電力の皆さんと共に、海岸をきれいにできたことは、とても貴重な体験でした。曇り空

で作業はしやすかったものの、回収作業は大変で、

約１時間の作業でもトラック数台分の量のゴミに

なり、終了後は海岸が見違えるほど美しくなりま

した。環境委員長の終わりの挨拶の中でも「町外

の方も来てもらえるようにこれからも環境美化に

努めましょう」という言葉がけがあり、上関を愛

する気持ちを感じる貴重な行事となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


